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はじめに
　西紋病院は，父である現理事長の
西紋　孝が昭和28年７月11日に現在
地（香川県丸亀市津森町）に23床の
単科精神科病院を開設しました．当
院は，東に丸亀城及び飯野山（讃岐
富士），北に一部瀬戸内海（瀬戸大
橋），南に “こんぴらさん” を眺望で
きる閑静な住宅地にあります．私が
子供の頃（開設当初）は，自宅内の
居間が診察室でその隣の部屋で過ご
していました．近所の友達が遊びに
来ては，病院の中でかくれんぼをし
たり，病院内外の様々なレクリェー
ション（運動会，演芸会，卓球，川
遊び等）にも参加し，月に１～２度
の土曜日の午後には近くの小学校の
運動場を借りて患者さんたちと一緒
にソフトボールをするのを楽しみに
していました．病院の一部の職員は
住込みで衣食を共にし，まさに家庭
的雰囲気のある手作りの病院でし
た．当時，退院した患者さんも「家で
いると不安．病院でみんなと居る方が
安心する．」と言って，病院に戻って
くる患者さんも何人かいたようです．
病院の概要
　平成15年に開設50年を迎え，施設
の老朽化及び機能性の問題等のため
に全面的に増改築を行い，平成16年
４月に完成し，平成20年で開設55年
になりました．
診療科目：精神科，心療内科，神経
内科
施設：病床数140床（指定病床10床）
精神療養病棟〔開放；60
床〕，急性期病棟〔閉鎖；40
床〕，ストレスケア病棟〔開
放；40床〕
大規模デイケア（ショートケ
ア）施設（定員45名）
精神科作業療法室
多目的ホール
職員：総人数108名
医師８名（精神保健指定医５
名），薬剤師２名，看護師29
名，准看護師24名，看護補助
者７名，作業療法士２名，精
神保健福祉士３名，臨床心理
士２名，診療情報管理士１名，
管理栄養士２名，栄養士２名，
厨房職員９名，事務職員12名，
その他５名
病院の特徴
外来部門
　平成19年度の外来患者の疾患別に
おいて，統合失調症のほか感情障害･
神経症圏内の者が多く，特に十代の
思春期の症例が多く見られた印象が
あります．平成20年度は臨床心理士
によるカウンセリング機能を充実さ
せ，また医療相談窓口を活用し，患
者・家族への対応及び関係各機関と
の連携・連絡を密にしていきたいと
考えています．
　平成19年度のデイケア活動に関し
ては，当院長期入院経験者で退院後
デイケアへ移行したメンバーが３名
いました．平成20年度は，退院患者
に加え，外来患者のデイケア利用の
促進を図り，デイケア通所から就労
（アルバイト・パートを含む）へとい
うことを意識し，個々のメンバーに則
したプログラムを考え，社会生活の
向上を図りたいと考えています．
　精神科訪問看護に関して，入院部
門及びデイケア部門との連携を図
り，退院患者（特に長期入院経験者，
再発・再燃を繰り返す患者等）が地
域の中で生活が営まれるように，ま
た家族の様々な不安を軽減できるよ
うに援助していきたいと考えていま
す．特に，平成20年度の診療報酬改
定で退院促進の一環として精神科訪
問看護指導料が評価され，入院中の
患者に対しても患家（患者或いは家
族に対して）へ訪問し，退院後の療
養上の指導を行っていく予定です．
入院部門
　平成19年度は，早期退院・早期社
会復帰を目標とした入院治療を行
い，平均在院日数の短縮が図れまし
た（平成19年度；307.7日，平成18年
度；350.9日）．当院の新規入院患者
の特徴は，アルコール関連疾患によ
る入院がほとんどなく，感情障害･神
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経症圏内（いわゆるストレス関連疾
患）が40数%を占めていることです．
一方で長期入院患者の高齢化と 
ADL の低下及び身体合併症患者の
増加が挙げられます．これらの様々
な状況・状態の患者に対して，より
速やかに適切な対処・対応を行って
いくことが大切であると考えていま
す．各医療従事者のモチュベーショ
ンを高め，各部署との連携を図りな
がら各病棟の機能分化を進め，より
専門性を発揮し，各病棟の特長・特
殊性を高めて社会のニーズに応えて
いきたいと思っています．
　各病棟の特徴は，下記に記すとお
りです．
第１病棟（精神療養病棟）
ｿ疾病が長期間なために患者個人の
自己評価はもちろんのこと，社会
や家庭の中での人間関係，地位，
他者の評価，経済力など多くのも
のを失っている患者が多く，主と
して長期にわたり療養が必要な患
者が入院する病棟です．
ｿ退院促進・リハビリ・社会復帰病
棟として，病院内外の様々な資源
を利用しつつ長期入院患者（統合
失調症を中心）及び身体・生活介
護者（高齢者を中心）の各々の具
体的な目標を立ててスキルアップ
（生活技能，認知機能，四肢の運
動機能，嚥下機能及び排泄機能等）
を行い，上記患者の退院を促進し
病床利用率の向上を図りたいと考
えています．
第２病棟（急性期閉鎖病棟）
ｿ幻覚妄想及び不安が著しく本来の
自分を失っている患者のために的
確な病状の把握，迅速な治療（看
護）の開始，種々の衝動行為への
対応，行動制限及び家族への配慮
等，細心の注意と専門的技術の提
供を必要とする病棟です．
ｿ現在，長期入院患者群（統合失調
症を中心），幻覚妄想等の陽性症状
の活発な患者群及び重度認知症患
者群（問題行動を伴う）と大まか
に３つのグループに分けられま
す．当面は，長期入院患者群に対
して，第１病棟と同様な対応をし
つつ，最終的には急性期患者に対
して心身両面に対応できるように
迅速に濃厚な治療･看護を提供し
ていきたいと考えています．
第３病棟（ストレスケア病棟）
ｿ現代のストレス社会において増加
傾向にある「うつ病・ストレス関
連疾患」の患者等に対応できる病
棟です．
ｿ入院患者の中心は，うつ病・うつ
状態を中心としたストレス関連疾
患患者（軽症の統合失調症も含む）
であり，入院期間も比較的短期間
です．従来の管理的な対応よりも
個別的な対応（認知行動療法的ア
プローチ，心理教育等）が望まれ，
また家族の面会が頻繁にあり，家
族を含めた治療（家族療法，家族
指導・援助）も重要と考えていま
す．平成20年度の目標として精神
科作業療法士（OT）・精神保健福
祉士（PSW）・臨床心理士（CP）
等と連携し，復職（就労）支援体
制を確立し，復職（就労）がスム
ーズに行えるようにしたいと思っ
ています．
　以上のように，入院治療を充実さ
せていくには，医師（医局）を中心
に看護部・薬剤部・社会復帰事業部
（精神科作業療法士・精神保健福祉
士・臨床心理士等）・栄養部及び事
務部門との連携を密にし，精神科チ
ーム医療（うつ病患者・統合失調症
患者・認知症患者・長期入院（退院
促進）患者等に対してのクリニカル
パス）を実践していく必要があると
考えています．
当院が目指す病院
　当院は，小規模精神科病院の特長
を活かしつつ，『誠実・中和』という
病院理念のもと，『心のこもった，人
を診（看）る医療．みんなで創る，
小廻りのきく病院．』を目指し，クリ
ニック的機能（かかりつけ医的機能）
を備え，他の医療機関及び関係機関
と連携を図り，地域住民のニーズ（精
神・身体的健康の保持・予防）に応
えていきたいと思っています．
最後に
　各職員が今まで経験し，学んでき
た事を各々で共有し（課題を持ち，
考えを出し合い，現状に満足するこ
となく意識の変革を図る），理想的な
精神科医療を求めて全職員一丸とな
って取り組んでいきたいと考えてい
ます．
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